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１．はじめに 

 
１－１ 調査⽬的 

沖縄本島南部地域には、豊かな⾃然環境と貴重な歴史・⽂化財が多く分布しており、沖縄戦跡国定公園をは
じめとする平和学習の場、近年では⽂化や癒しをテーマとした観光スポットとしても⼈気を集め、⼤型クルーズ船の寄
港など年々観光客数も増加傾向にあり、沖縄観光振興の⼀翼を担っている。⼀⽅、本地域は主要幹線道路沿線
を中⼼に急速な都市化も進んでおり、増加する観光交通に加えて那覇都市圏との通勤・物流など⾃動⾞交通の
集中による渋滞が社会問題となっている。 

これらを背景に、近年では地域住⺠の利便性や観光客の満⾜度向上、円滑な物流ネットワークなどの実現に向
け、交通渋滞に影響されない「持続可能な公共交通システムの構築」を求める声が⾼まりつつある事を踏まえ、平
成２８年１２⽉のシンポジウムでは、「沖縄本島南部地域における公共交通システムとまちづくり」をテーマに、⾏
政をはじめ公共交通計画の専⾨家、各種産業界、利⽤者等の代表者との意⾒交換により議論を深め、合わせて
それを発信することでの実現に向けた機運を⾼めていく事を⽬指した。 

⼀⽅で、県や国においても様々な渋滞対策が進められるとともに、沖縄モノレールの延⻑や基幹バスの導⼊検討、
鉄軌道計画の検討など様々な軌道系公共交通の検討が進められている。しかしながら、これらの公共交通の検討
は那覇以北の計画となっており、鉄軌道の計画検討において、本来の上位計画である「沖縄２１世紀ビジョン」で
は、南部を縦貫すると明記され、また近年中部以上の交通状況の悪化がみられるものの、計画検討委員会では、
起終点を那覇〜名護間とした案が⽰されている。 

さらに、南部の各⾃治体ではそれぞれの地域における移動交通に関する課題解決や、交通政策基本法の制定
などを背景に、交通基本計画や公共交通網形成計画の策定、コミュニティバスやデマンド交通等の本格・試験運⾏
など様々な取組みがなされている。しかし、いずれも当該⾃治体内に限られた計画または構想であり、近隣⾃治体と
の連携による広域計画ではないことから、主に広域移動に関しては⾜並みが揃っていない状況にある。 

そこで、本業務では南部地域の様々な交通問題を改善するとともに、南部がめざすまちづくりの実現に向け、交通
からまちづくりを⽀えていくことを⽬的に、本地域が⼀体となって持続可能な新たな公共交通システムの構築とまちづく
りの実現に向けて、「南部地域の新たな公共交通基本計画」を策定するにあたり、基礎的な調査を実施することを
⽬的とする。 

 
１－２ 調査フロー 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

・全体計画、とりまとめイメージの素案作成 
・基礎調査票の作成 第 1 回 専⾨委員会 

第２回 専⾨委員会 

第 3 回 専⾨委員会 

・基礎調査結果のとりまとめ 

・検討すべき公共交通軸（修正案）の作成 
・今後の南部広域公共交通連携体制（案）の作成 

・基礎調査票、既存関連計画等の収集整理 
・検討すべき公共交通軸（素案）の作成 
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１－３ 調査準備 
本調査を実施するにあたり、第 1 回専⾨委員会にてたたき台とするため、計画策定までの全体計画、および取り

まとめイメージの素案を作成した。また、既存関連計画・ビジョン等の資料収集整理に向けて、各⾃治体向けの基
礎調査票の設計・作成を⾏った。 

 
①計画策定までの全体計画（素案） 

１．計画検討期間 ：平成 30 年〜平成 31 年度（２か年） 
２．最終的に公共交通基本計画へ掲載する内容（案） 

①南部地域における広域公共交通網、各地域内公共交通網図 
②沿線まちづくり構想図 
③交通モード検討結果（概算費⽤、需要予測、事業評価） 
④運⾏体制、導⼊シナリオ等（短・中・⻑期毎） 

３．平成 30 年度 取組内容 
①各⾃治体における関連計画・ビジョンの収集整理 
• 公共交通関連計画 
• まちづくり計画・都市再開発関連事業 
• 道路・街路関連事業 
• その他、交流⼈⼝や公共交通需要に影響があると考えられる関連事業 

②専⾨委員会の開催 
• 1 回：趣旨説明、調査依頼  （平成 30 年 10 ⽉下旬） 
• 2 回：調査結果の整理、⽅向性の確認 （平成 31 年 1 ⽉中旬） 
• 3 回：とりまとめ結果の整理   （平成 31 年 2 ⽉下旬） 

③基礎調査結果のとりまとめ 
４．平成 31 年度以降 取組内容（案） 

①検討体制（素案） 
• 協議会の開催（協議会の下部組織として想定軸毎に専⾨部会を設置） 

 
                         役  割：全体計画協議・とりまとめ 
                         事務局：島尻地域振興開発推進協議会事務局 
                         資⾦源：市町村負担⾦ 
 
                         役  割：個別想定軸における具体的計画の調査・検討 
                         事務局：構成する市町村のうち代表する市町村 
                         資⾦源：構成する市町村による負担⾦ 

 
②とりまとめイメージ（素案） 

後述する各⾃治体の基礎調査票等を基にそれぞれのまちづくり等関連計画や公共交通関連計画、関連道路
事業、その他⼤型商業施設等を 1 つの図⾯に整理することで、隣接する⾃治体で重複する箇所などについて整理
を⾏い、南部地域として検討すべき公共交通軸としてとりまとめを⾏うイメージ素案を作成した。（次⾴参照） 
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③基礎調査票 

上記のとりまとめにおいて活⽤する事を⽬的に、各⾃治体の担当者へ該当する事業を記載頂く基礎調査票につ
いて検討し作成した。 

南部地域における公共交通関連基礎調査票 
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南部地域における公共交通関連基礎調査票（つづき） 

 

 



7 
 

南部地域における公共交通関連基礎調査票（つづき） 
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２．既存関連計画・ビジョン等の資料収集整理 

前述の「１－３ 調査準備」において作成した基礎調査票について、第 1 回専⾨委員会において各⾃治体担
当者へ記⼊を依頼し、収集された調査票の内容に基づき関連資料の収集および整理を⾏った。 

 
２－１ 基礎調査票の回収・整理結果 
 
 【公共交通関連計画】 

市町村名 名称 概要 
現在の進捗状況 

構想・計画・事業中・完了

⽷満市 ⽷満市地域公共交通網

形成計画 

平成31年度に策定予定 進捗状況：構想 

添付資料：無し 

豊⾒城市 新しい公共交通システム

可能性調査 

将来的に導⼊できる公共交通システムの可能性調査 進捗状況：事業中 

添付資料：ＨＰ掲載 

南城市 南城市地域公共交通網

形成計画 

平成29年3⽉策定 進捗状況：H29.3策定 

添付資料：ＨＰ掲載 

南城市地域公共交通網

再編実施計画 

平成31年3⽉策定予定 進捗状況：事業中 

添付資料：なし 

与那原町 与那原町総合交通基本

計画 

平成29年3⽉策定 

与那原町の交通に関する基本計画 

進捗状況：H29.3策定 

添付資料：ＨＰ掲載 

与那原町地域総合交通

戦略 

平成30年3⽉策定 

与那原町総合交通基本計画を実現する為の施策をまとめた計画 

進捗状況：H30.3策定 

添付資料：ＨＰ掲載 

南⾵原町 該当なし  

⼋重瀬町 該当なし  

沖縄県 沖縄県総合交通体系基

本計画 

 進捗状況：H24.6改定 

添付資料：ＨＰ掲載 

那覇市 那覇市交通基本計画  進捗状況：H26.4改定 

添付資料：ＨＰ掲載 

那覇市総合交通戦略  進捗状況：H22.3策定 

添付資料：ＨＰ掲載 

那覇市公共交通総合連

携計画 

 進捗状況：H23.5策定 

添付資料：ＨＰ掲載 

ＬＲＴ導⼊可能性調査 那覇市交通基本計画におけるモデル性の⾼い基幹的公共交通の取り組

み 

進捗状況：H30.3 

添付資料：ＨＰ掲載 

⻄原町 該当なし  

※⾚字は当該⾃治体に対する基礎調査票の記⼊依頼は⾏わず、本調査において独⾃に収集整理したもの 
  



9 
 

【まちづくり計画・都市再開発関連事業】 

市町村名 名称 概要 
現在の進捗状況 

構想・計画・事業中・完了
⽷満市 ⽷満市都市マスタープラン 都市計画に関する基本的な⽅針 進捗状況：Ｈ30.9改訂 

添付資料：ＨＰ掲載 

⽷満市⼟地利⽤（真栄
⾥地区）基本構想 

新たな産業の受け⽫となる⽤地確保の可能性や、当該⽤地への⽣産
性・雇⽤吸収⼒の優れた企業誘致の可能性について調査、検討を進め、
その具体像を明らかにすることを⽬的として策定 

進捗状況：Ｈ30.5策定 
添付資料：ＨＰ掲載 

⽷満南地区⼟地区画整
理事業 

 進捗状況：施⾏中 
添付資料：別紙の通り 

豊⾒城市 都市計画マスタープラン 市の将来的な街づくりのマスタープラン 進捗状況：H29.3策定 
添付資料：ＨＰ掲載 

南城市 南城都市計画マスタープ
ラン（改定版） 

 進捗状況：H27.10改定 
添付資料：ＨＰ掲載 

南城市都市計画マスター
プラン《地域別構想編》 

南城市先導的都市拠点創出ビジョン 進捗状況：H29.8策定 
添付資料：ＨＰ掲載 

南城市佐敷字津波古地
区地区計画 

 進捗状況：完了 
添付資料：ＨＰ掲載 

与那原町 東浜地区地区計画 平成15年6⽉に東浜地区における地区計画を策定 進捗状況：H15.6策定 
添付資料：ＨＰ掲載 

与那原町都市計画マスタ
ープラン 

平成30年6⽉⼀部改訂 進捗状況：H25.9策定 
添付資料：ＨＰ掲載 

南⾵原町 第五次南⾵原町総合計
画 

平成29年4⽉策定 進捗状況：H29.4策定 
添付資料：ＨＰ掲載 

南⾵原町都市マスタープ
ラン 

平成16年6⽉改定 進捗状況：H16.6改定 
添付資料： 

津嘉⼭北地区区画整理
事業              
津嘉⼭北地区計画 

施⾏期間：平成5年〜平成35年 
地区⾯積：71.4ha 

進捗状況：事業中 
添付資料： 

南⾵原南IC周辺地区整
備事業 

 進捗状況：構想・計画 
添付資料： 

⼋重瀬町 ⼋重瀬町都市計画マスタ
ープラン 

 進捗状況：H23.3策定 
添付資料：ＨＰ掲載 

こちんだプラザ地区地区
計画 

平成23年9⽉にこちんだプラザ地区におけるこちんだプラザ地区地区計画
を策定 

進捗状況：Ｈ23.9策定 
添付資料： 

伊覇地区地区計画 平成23年9⽉に伊覇地区における伊覇地区地区計画を策定 進捗状況：Ｈ23.9策定 
添付資料： 

富盛地区集落地区計画 平成18年1⽉に富盛地区における富盛地区集落地区計画を策定 進捗状況：Ｈ18.1策定 
添付資料： 

屋宜原地区地区計画 平成15年3⽉に屋宜原地区における屋宜原地区地区計画を策定 進捗状況：Ｈ15.3策定 
添付資料： 

沖縄県 那覇広域都市計画「都
市計画区域の整備、開
発及び保全の⽅針」 

 進捗状況：Ｈ29.6改定 
添付資料： 

那覇市 那覇市都市計画マスター
プラン 

 進捗状況：H24.3改定 
添付資料：ＨＰ掲載 

⻄原町 ⻄原町都市計画マスター
プラン 

 進捗状況：H24.3改定 
添付資料：ＨＰ掲載 

※⾚字は当該⾃治体に対する基礎調査票の記⼊依頼は⾏わず、本調査において独⾃に収集整理したもの 
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【道路・街路関連事業】 

市町村名 名称 概要 
現在の進捗状況 

構想・計画・事業中・完了 
⽷満市 安⽥多原線整備 Ｌ＝４１０ｍ Ｗ＝９ｍ（２⾞線） 

 完成年次：平成３３年度頃 
進捗状況：整備中 
添付資料：別紙参照 

⽷満観光農園線整備 Ｌ = ４８６ｍ、Ｗ = ９ｍ(２⾞線） 
 完成年次：平成３４年度頃 

進捗状況：平成31年開始予定 
添付資料：別紙参照 

溝原線整備 Ｌ = １１２ｍ 
 完成年次：平成３２年度頃 

進捗状況：平成31年開始予定 
添付資料：別紙参照 

真壁⼩波蔵線整備 Ｌ = １，５００ｍ、Ｗ = ９．０ｍ(２⾞線） 
 完成年次：平成３２年度頃 

進捗状況：整備中 
添付資料：別紙参照 

真壁前⽥原線整備 Ｌ = ７６０ｍ、Ｗ = ８．５ｍ(２⾞線） 
 完成年次：平成３２年度頃 

進捗状況：整備中 
添付資料：別紙参照 

与那堀線 Ｌ = ３８６ｍ、Ｗ = １４ｍ(２⾞線） 
 完成年次：平成３２年度頃 

進捗状況：整備中 
添付資料：別紙参照 

国道331号（県道256
号豊⾒城⽷満線） 

Ｌ = 2,030ｍ、Ｗ = 30ｍ(？⾞線） 
起点：阿波根 終点：兼城 

進捗状況：未着⼿ 
添付資料：別紙参照 

国道331号（県道256
号豊⾒城⽷満線） 

Ｌ = 2,060ｍ、Ｗ = 20ｍ(2⾞線） 
起点：兼城 終点：真栄⾥ 

進捗状況：事業中 
添付資料：別紙参照 

⽷満与那原線 
（県道・市道） 

Ｌ = 1,970ｍ、Ｗ = 20ｍ(２⾞線） 
 起点：⽷満 終点：照屋 

進捗状況：事業中 
添付資料：別紙参照 

外かく線 
（県道・市道） 

Ｌ = 3,840ｍ、Ｗ = 20ｍ(２⾞線） 
 起点：兼城 終点：真栄⾥ 

進捗状況：事業中 
添付資料：別紙参照 

豊⾒城⽷満バイパス 
（国道） 

Ｌ = 4,400ｍ、Ｗ = 40ｍ(4⾞線） 
 起点：豊⾒城市瀬⻑ 終点：⽷満市真栄⾥ 

進捗状況：事業中 
添付資料：別紙参照 

阿波根兼城線 
（市道） 

Ｌ = 1,590ｍ、Ｗ = 18ｍ(２⾞線） 
 起点：兼城 終点：阿波根 

進捗状況：事業中 
添付資料：別紙参照 

豊⾒城市 市道286号線道路改築
事業 

豊崎〜国道331⼩禄ＢＰ 
 

進捗状況：⼯事着⼿ 
添付資料： 

3・4・1号饒波川線 3・5・豊1号豊⾒城⼤橋線〜豊⾒城市道30号線 進捗状況：⼯事着⼿ 

南城市 該当なし 
与那原町 上与那原前の井線道路

整備事業 
県道⽷満与那原線〜町道与那原嶺井線             
（L=854m、W=12.0m）道路新設 

進捗状況：事業中（H33頃完成） 
添付資料：位置図 

与原19号線道路改良事
業 

国道与那原バイパス〜町道幹線1号線（ゆめなり橋）     
（L=600m、W=3.0m、⾃転⾞歩⾏者道）道路新設 

進捗状況：事業中（H33頃完成） 
添付資料：位置図 

上与那原19号線道路改
良事業 

県道⽷満与那原線〜国道329号                 
（L=211m、W=4.0〜5.0m）道路改良 

進捗状況：計画（H34頃完成） 
添付資料：位置図 

南⾵原町 津嘉⼭中央線整備事業 L=0.2km、W=12m 進捗状況：事業中（H33頃完成） 

津嘉⼭中央線(2⼯区)   
整備事業 

L=0.2km、W=12m 進捗状況：事業中（H35頃完成） 

町道10号線整備事業 L=0.8km、W=9.5m 進捗状況：事業中（H34頃完成） 

町道5号線整備事業 L=0.7km、W=9.5m 進捗状況：事業中（H33頃完成） 

町道73号線整備事業 L=0.2km、W=6.5m 進捗状況：事業中（H32頃完成） 

⼋重瀬町 町道学校線道路整備 町道学校線（L=0.34km、W=11.5m） 
 完成年次：H33年頃 

進捗状況：事業中（H33頃完成） 
添付資料：有り 

町道伊保⽥線道路整備 町道伊保⽥線（L=0.16km、W=7.0m） 
 完成年次：H34年頃 

進捗状況：H32実施予定 
添付資料：無し 
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【その他、交流⼈⼝や公共交通需要に影響があると考えられる関連事業】 ※把握している⺠間事業を含む 

市町村名 名称 概要 
現在の進捗状況 

構想・計画・事業中・完了

⽷満市 （仮称）⽷満市⽂化・

平和・観光振興センター 

海洋⽂化や戦争・平和などのガイダンス施設、⽷満市観光のビジターセン

ター、地域を感じ、新たな波及効果を想像する場所 

進捗状況：実施設計 

添付資料：ＨＰ掲載 

豊⾒城市 市庁舎の移転 平成32年1⽉より上⽥への移転予定 進捗状況：事業中 

添付資料： 

瀬⻑島 約280万⼈の来島がある。 

（H17ＯＤはなし。Ｈ22OＤもわずかのため、改めてＯＤ設定が必

要。） 

※豊⾒城豊崎周辺のＯＤ設定が⼩さすぎて、豊⾒城⻄海岸の交通量

の推計と実績が乖離している。 

進捗状況： 

添付資料： 

豊崎 アウトレットモール、トミトン、バーチャル⽔族館、ビーチ 

（過去に想定している開発交通は住宅となっているが、既に⼤型商業施

設等も⽴地しており、開発交通の⾒直しが必要。） 

進捗状況： 

添付資料： 

与根地区 豊⾒城中央病院新設 

与根ゴルフ場跡地 組合施⾏による区画整理事業 

進捗状況： 

添付資料： 

沖縄空⼿会館及び周辺

施設 

豊⾒城城址公園跡地での開発 進捗状況： 

添付資料： 

那覇市具志 豊⾒城瀬⻑に隣接する地域において、那覇市で区画整理を実施。 進捗状況： 

添付資料： 

南城市 該当なし  

与那原町 ⼤型ＭＩＣＥ施設の建

設（予定） 

沖縄県の施設として平成27年度に与那原町と⻄原町にまたがる地域に

建設が決定 

・敷地⾯積145,000㎡ 

・延べ床⾯積122,000㎡ 

（⼤型MICE施設 72,000㎡・⽴体駐⾞場50,000㎡） 

進捗状況：計画 

添付資料：県ＨＰ掲載 

南⾵原町 イオン南⾵原店 H16.5開業 

店舗⾯積：26,046㎡、駐⾞台数：1,850台 

進捗状況：完了 

添付資料： 

⼋重瀬町 サンエー⼋重瀬シティ  進捗状況：完了 

添付資料： 

タウンプラザかねひで東⾵

平店 

⾷品店 進捗状況：完了 

添付資料： 

マックスバリュ⼋重瀬店 ⾷品店 進捗状況：完了 

添付資料： 

⽣涯学習・⽂化振興拠点施設 進捗状況： 

添付資料： 
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２－２ 公共交通等関連計画図（まとめ） 
基礎調査の結果を踏まえ、各⾃治体の関連計画資料を収集・整理のうえ同⼀図⾯上にまとめた。 
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２－３ まちづくり等関連計画図（まとめ） 
基礎調査の結果を踏まえ、各⾃治体の関連計画資料を収集・整理のうえ同⼀図⾯上にまとめた。 
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２－４ その他既往調査・参考資料（まとめ） 
国勢調査等の既往調査結果を基に、南部地域の現況や特徴等について整理を⾏った。 
 
①定住⼈⼝の推移（北⾕町、北中城村以南） 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

H2 H7 H12 H17 H22 H27 増加数 増加率

沖縄県全体 1,222,398 1,273,440 1,318,220 1,361,594 1,392,818 1,433,566 211,168 1.17275

北谷町 20,730 23,737 25,554 26,848 27,264 28,308 7,578 1.36556

北中城村 13,707 15,023 15,745 15,790 15,951 16,148 2,441 1.17808

宜野湾市 75,905 82,862 86,744 89,769 91,928 96,243 20,338 1.26794

中城村 12,060 13,832 14,987 15,798 17,680 19,454 7,394 1.61310

浦添市 89,994 96,002 102,734 106,049 110,351 114,232 24,238 1.26933

西原町 25,489 28,516 32,777 33,733 34,766 34,508 9,019 1.35384

那覇市 304,836 301,890 301,032 312,393 315,954 319,435 14,599 1.04789

豊見城市 40,777 45,253 50,198 52,516 57,261 61,119 20,342 1.49886

南風原町 28,616 30,249 32,099 33,537 35,244 37,502 8,886 1.31053

与那原町 14,009 14,850 15,109 15,343 16,318 18,410 4,401 1.31416

糸満市 49,636 53,496 54,974 55,816 57,320 58,547 8,911 1.17953

八重瀬町 20,718 23,033 24,626 25,121 26,681 29,066 8,348 1.40293

南城市 36,836 38,173 39,130 39,651 39,758 42,016 5,180 1.14062

H2→H27国勢調査人口
地域

• 近年、⼈⼝は全地域で増加している 

• 最も増加数が多かったのは浦添市であり次い
で豊⾒城市、宜野湾市であった（表参照） 

• 平成 2 年と⽐較した場合、中城村、⻄原町、
与那原町、南⾵原町、⼋重瀬町、豊⾒城市
で⼤きく増加傾向にある（図参照） 

出典：総務省統計局
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②⼊域観光客数の推移 
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南部
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• 県内の⼊域観光客数は近年増加傾向にあり、平成 29 年度には 957 万 9 千⼈となっている 

• 平成 24 年以降は海外からの⼊客数増加が顕著 

• エリア別訪問割合では、平成 22 年度に⽐べ「那覇市」と「中部東海岸」エリアのみが微増 

• ただし、訪問割合は減少または横這いであっても、全体の⼊域観光客数が増加しているため、どのエリアも来
訪者数は増加傾向にあると考えられる 

⼊域観光客数の推移（H19〜H29）

エリア別訪問割合の推移（H22〜H29） 
※国内⼊客のみ ※複数回答可

出典：⼊域観光客統計（沖縄県） 

出典：観光統計実態調査（沖縄県） 
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③交流⼈⼝の現況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

• A）買物流動では「那覇市」への集中がみられる 

• A）買物流動において「南⾵原町」は⼋重瀬町、南城市、与那原町、「⻄原町」は南城市、与那原町、
中城村に対する商圏が確⽴されている 

• B）全⽬的・⼿段による市町村間トリップ（移動）を⾒ても、那覇市への移動ニーズは⾼い 

• C）那覇市への就業者、通学者⼈⼝は浦添市からが最も多く 14,516 ⼈、次いで豊⾒城市が 10,027
⼈となっており 1 万⼈を超えている状況 

• C）⽷満市や南⾵原町から那覇市への就業者・通学者⼈⼝は 5〜6 千⼈規模であり、⼋重瀬町や与那
原町とともに僅かではあるが増加傾向にある 

H27 H17 伸率
（H27/H17)

浦添市 14,516 15,361 0.94
豊⾒城市 10,027 10,919 0.92
宜野湾市 6,408 6,847 0.94
⽷満市 6,266 6,142 1.02
南⾵原町 5,456 5,345 1.02
南城市 3,868 3,925 0.99
⻄原町 3,598 3,736 0.96
⼋重瀬町 3,085 3,042 1.01
与那原町 1,966 1,747 1.13
中城村 1,127 868 1.30

那覇市へ通勤・通学者⼈⼝（15歳以上）

C）那覇市への通勤・通学⼈⼝（平成 27 年）
出典：Ｈ２７国勢調査（総務省統計局） 

A）地域外への買物流動図（10%以上の流出） 
出典：平成 26 年度買物動向調査（沖縄県） 

B）全⽬的全⼿段市町村間トリップ数（都市圏内のみ）
出典：第3回中南部都市圏PT調査報告書（沖縄県）
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④道路・交通の現況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

• A）県内の⾃動⾞保有台数は年々増加を続け、復帰直後の昭和49年度（約25万台）に⽐べ、平成
28 年度末には約 4.5 倍（約 111 万台）となっている 

• B）また、⼀世帯当たりの保有台数では平均約 1.64 台となっている 

B）⾃動⾞三輪以上の保有率 
出典：2018 年 沖縄県の道路（沖縄県⼟⽊建築部） 

A）⾃動⾞保有台数の推移 
出典：2018 年 沖縄県の道路（沖縄県⼟⽊建築部）    
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• C）⾃動⾞保有台数の伸び率は道路改良の伸び率を⼤きく上回っている 

• D）その結果、那覇市内における道路混雑時の旅⾏速度は、東京 23 区などの三⼤都市圏と同等の低い
⽔準となっている 

C）道路改良と⾃動⾞保有台数の伸び率⽐較 
出典：2018 年 沖縄県の道路（沖縄県⼟⽊建築部） 

D）平⽇混雑時旅⾏速度の⽐較 
出典：2018 年 沖縄県の道路（沖縄県⼟⽊建築部） 
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⑤公共交通の現況 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

  

A）乗合バス利⽤者数の推移 

• A）乗合バスの輸送⼈員は、平成 16 年頃まで⼀定の割合で減少を続けていたものの、近年は横ばいの傾
向となり、昭和 60 年と⽐較して、平成 27 年には約 1/3 まで減少している 

• B）沖縄都市モノレールは、観光客の増加に伴い利⽤者も増加傾向にある。⽇あたりの乗客数は平成 29
年 4 ⽉末⽇時点で約 4.9 万⼈となり、乗合バス利⽤者の約半分にまで達している 

B）沖縄都市モノレール利⽤者数の推移 
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• 平成29年度には本島内で補助対象となっている路線バス全20系統のうち、那覇市以南を運⾏する路線
は 9 系統と 45％を占めており、⼀部では既に廃⽌・減便・代替などの再編計画が進められている 

平成29年度　沖縄県地域公共交通（陸上交通）確保維持改善事業費補助⾦　対象路線
系統 運⾏系統名 運⾏事業者 関係市町村・対応状況など

1 82 ⽟泉洞⽷満線 ⽷満市、南城市、⼋重瀬町
2 105 豊⾒城市内⼀周線 豊⾒城市
3 53 志喜屋線 南城市、南⾵原町、⼋重瀬町

4 77 名護東線 那覇市、浦添市、宜野湾市、北中城村、沖縄市、うるま市、
⾦武町、宜野座村、名護市

5 52 与勝線 那覇市、浦添市、宜野湾市、北中城村、沖縄市、うるま市

6 65 本部半島（渡久地）線 名護市、本部町、今帰仁村
7 66 本部半島（今帰仁）線 名護市、本部町、今帰仁村
8 67 辺⼟名線 名護市、⼤宜味村、国頭村

平成29年度　沖縄県⽣活バス路線確保対策補助⾦　対象路線
系統  運⾏系統名  運⾏事業者 関係市町村・対応状況など

1 85 国吉線（⼤⾥廻り） （H30.10　廃⽌）⽷満市：デマンドバス＋代替バス運⾏
2 86 国吉線（真栄⾥廻り） （H30.10　廃⽌）⽷満市：デマンドバス＋代替バス運⾏
3 107 南部循環線（真壁） （H30.10　減便）⽷満市
4 108 南部循環線（喜屋武） （H30.10　減便）⽷満市
5 51 百名（船越経由）線 那覇市、南⾵原町、⼋重瀬町、南城市
6 36 ⽷満新⾥線 ⽷満市、⼋重瀬町、南城市、与那原町
7 48 ⽯川読⾕線 読⾕村、恩納村、うるま市
8 70 備瀬線 琉球バス 名護市、本部町
9 72 屋我地線 沖縄バス 名護市

10 73 川⽥線 （H30.10　廃⽌）名護市、⼤宜味村、東村　　東村：コ
ミュニティバス実験（2系統）　⼤宜味村：代替バス運⾏

11 76 瀬底線 　 名護市、本部町
12 - 伊計・屋慶名線 平安座総合開発 うるま市

琉球バス

沖縄バス

琉球バス

沖縄バス

琉球・沖縄バス
共同運⾏

琉球・沖縄バス
共同運⾏

平成 29 年度 沖縄県⽣活バス路線確保対策 
補助⾦の推移（離島含む、県負担のみ） 
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平成 29 年度 沖縄県地域公共交通（陸上交通）確保維持
改善事業費補助⾦の推移（離島含む、県負担のみ） 

万円 万円 

資料：沖縄県 HP 陸上交通（バス路線の確保・維持）



21 
 

⑥観光交通の現況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

• 近年増加している観光客の約 6 割がレンタカーで移動しており、それに伴ってレンタカーの保有台数も増加
傾向にある 

• また、観光客における路線バス及びモノレールなどの公共交通の利⽤割合、もわずかではあるが増加傾向に
ある 

出典：沖縄次世代都市交通システム検討会（内閣府沖縄総合事務局） 
    アドバイザリー会合 会議資料 

観光⼊込客数とレンタカー保有台数の推移 

沖縄県滞在中に利⽤した交通⼿段の推移 
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３．専⾨委員会の開催⽀援 

基礎調査結果をとりまとめるにあたり、整理された現況や課題等を踏まえた「南部広域として連携して検討すべき
公共交通軸」「今後の南部広域公共交通連携体制」などについて素案資料を作成し、下記に⽰す専⾨委員会に
て検討を⾏った。 

 
 

 

 

 
 
３－１ 第 1 回専⾨委員会 

開催⽇時 平成 30 年 10 ⽉ 30 ⽇（⽕） 14 時 00 分 

開催場所 ⾃治会館 ３階 特別会議室 

議   事 （１）南部地域の新たな公共交通基本計画について 

配布資料 

① 「島尻地域振興開発推進協議会専⾨委員会について」 
② 「島尻地域振興開発推進協議会専⾨委員会名簿」 
③ 「南部地域の新たな公共交通基本計画について」 ※3P 参照 
④ 「南部地域の新たな公共交通基本計画基礎調査とりまとめイメージ」 ※4P 参照 
⑤ 「南部地域における公共交通関連基礎調査票」 ※6P 参照 

指摘事項 
確認事項 

① 那覇市、⻄原町などは重要地域であるため、次回の専⾨委員会からオブザーバーとして
参加頂く 

② 来年度以降の予算（負担⾦）のあり⽅や、協議会等の体制、メンバー構成等について
検討する必要がある 

③ 将来的に網形成計画等の上位計画へ進むことを⾒据えつつ、当初はそのための基礎的
計画の作成を⽬指す 

④ 資料⑤ 「南部地域における公共交通関連基礎調査票」を記⼊し事務局へ提出する 

市町・担当課名 役職 ⽒名 備考
⽷満市政策推進課 課⻑ 上原　和隆 委員⻑
豊⾒城市都市計画課 参事 具志堅　清⼀ 副委員⻑
南城市企画室 室⻑ 外間　孝明
⼋重瀬町企画財政課 課⻑ 神⾕　学
与那原町企画政策課 課⻑ ⽯川　毅
南⾵原町総務課 課⻑ 儀間　博嗣

市町・担当課名 役職 ⽒名 備考
沖縄県企画部交通政策課公共交通推進室 室⻑ 宮城　優
那覇市都市みらい部都市計画課 課⻑ 島袋 正吾
⻄原町総務部企画財政課 課⻑ 島袋 友⼀

島尻地域振興開発推進協議会専⾨委員名簿 

オブザーバー出席者名簿 
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３－２ 第２回専⾨委員会 

開催⽇時 平成 31 年 1 ⽉ 23 ⽇（⽔） 10 時 00 分 

開催場所 ⾃治会館 ３階 特別会議室 

議   事 
（１）南部地域における公共交通関連基礎調査結果のまとめ 
（２）連携して検討すべき公共交通軸（案）について 

配布資料 

① 南部地域における公共交通関連基礎調査票（まとめ） ※13P 参照 
② 南部地域におけるまちづくり等関連計画図（まとめ） ※14P 参照 
③ 既往調査・参考資料（まとめ） ※15P 参照 
④ 連携して検討すべき公共交通軸について（素案） ※下記参照 

参考資料 「ゆいレール」の東海岸への延伸計画試案書 平成 30 年 3 ⽉（⻄原町） 

指摘事項 
確認事項 

① 4 番の軸に関連する、浦添市にもオブザーバーとして参加して頂くよう調整する 
② 南部地域公共交通会議や分科会の体制で進めるにあたり、費⽤負担のあり⽅や調査

事業の発注⽅法、補助メニューの活⽤等について再検討する必要がある 
③ 検討主体として複数の軸に関係する市町村の場合、事務や費⽤負担が⼤きくなることが

予想されるため、幾つかのグループにまとめてはどうか 
④ 各グループには沖縄県も加わり⼀緒に議論して⾏きたい 

 
資料④ 連携して検討すべき公共交通軸について（素案） 

とりまとめられた、まちづくり・公共交通等関連計画図を基に、各⾃治体で計画されている交通結節点や広域
公共交通軸を抽出し、7 つの広域公共交通軸を設定。併せて段階的整備に向けた考え⽅を整理。 
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資料④ 連携して検討すべき公共交通軸について（素案） 続き 
第 1 回委員会の意⾒を踏まえ、次年度以降の検討体制（素案）を作成。 
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３－３ 第３回専⾨委員会 

開催⽇時 平成 31 年 3 ⽉ 20 ⽇（⽔） 13 時 30 分 

開催場所 ⾃治会館 ３階 特別会議室 

議   事 
（１）連携して検討すべき公共交通軸（修正案）について 
（２）今後の南部広域公共交通連携体制（案）について 

配布資料 

① 連携して検討すべき公共交通軸について（修正案） ※下記参照 
② 今後の南部広域公共交通連携体制（案）について ※下記参照 

参考資料 南部地域における公共交通の充実に向けた取組について（沖縄県） 
参考資料 市町村アンケート調査の結果概要（沖縄県） 
参考資料 豊⾒城市の望ましい公共交通について（豊⾒城市） 

指摘事項 
確認事項 

① 次年度以降も市町村間の情報共有や基礎的な意⾒交換が必要 
② 今後も当⾯の間は本専⾨委員会を継続する形で議論を続ける 
③ 専⾨委員会または連携会議へ学識者を加える⽅向で検討を⾏う 
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資料① 連携して検討すべき公共交通軸について（修正案） 
第 2 回委員会の意⾒を踏まえ、検討すべき軸を⾻格軸である南北、東⻄⽅向の２つのグループに再整理。

併せて基本計画策定に向けた考え⽅を整理。 
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資料② 今後の南部広域公共交通連携体制（案）について 
第 2 回委員会の意⾒等を踏まえ、将来的に公益性や実効性の⾯で様々なメリットが考えられる⼀部事務組

合を事務局とした「南部地域公共交通連携会議（任意会議）」を中⼼とした検討体制（案）を作成。 
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資料② 今後の南部広域公共交通連携体制（案）について 
計画策定（調査事業等）に活⽤可能な補助⾦（新設）を整理。 
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４．基礎調査結果のとりまとめ 

基礎調査結果および専⾨委員会における意⾒等を踏まえ、次年度以降に南部広域として連携して検討すべき
公共交通軸や連携体制についてとりまとめを⾏った。 

 
４－１ 連携して取り組む⽬的 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４－２ 望ましい検討体制 
 
 
 
 
 

 

南部地域公共交通連携会議（任意会議）
【構成市町村】 那覇市、浦添市、⽷満市、豊⾒城市、南城市、南⾵原町、与那原町、⼋重瀬町
【関係市町村】 ⻄原町 【その他】学識者（専⾨：交通・まちづくり）、沖縄県
【会議事務局】 南部広域市町村圏事務組合

【設置⽬的】 南部地域における広域公共交通ネットワークの計画策定（将来ビジョンの共有、計画整合性の確保等）
上位関連計画等との調整や計画の反映

【主な役割】 各軸⽀線検討会議の結果を審議・合意形成・とりまとめ
市町村間の交通関連情報の共有、担当者ワークショップの開催など

A 那覇〜⽷満軸⽀線検討会議（任意会議）
【参加者】 那覇市、豊⾒城市、⽷満市、沖縄県

【事務局】 代表市町村など（任意）
【主な検討項⽬】
・基本⽅針（将来像、公共交通の役割など）
・まちづくり計画、観光振興計画等との連携整理
・計画⽬標
・具体的事業（ルート／システム）、実施主体
・検討の熟度に応じて、導⼊効果／採算性検証等

B 那覇〜与那原軸⽀線検討会議（任意会議）
【参加者】 那覇市、浦添市、南城市、南⾵原町

⼋重瀬町、与那原町、⻄原町、沖縄県
【事務局】 代表市町村など（任意）
【主な検討項⽬】
・基本⽅針（将来像、公共交通の役割など）
・まちづくり計画、観光振興計画等との連携整理
・計画⽬標
・具体的事業（ルート／システム）、実施主体
・検討の熟度に応じて、導⼊効果／採算性検証等

 未だ議論が進んでいない本島南部地域の公共交通網のあり⽅について、各市町村が交通に関する課題
や考え⽅について情報共有を⾏うことで 

「南部地域」の望ましい公共交通網の姿を「南部地域」が⼀体となって策定 
し、共通する将来ビジョンに基づいた整合性のある取り組みを進めていくことを⽬的とする。 

 検討にあたっては、地域の課題や⽬標等をきちんと踏まえ、既存路線バスの再編など短期的な対策（導
⼊含む）をはじめとする、中・⻑期的な段階整備について周辺市町村、関係機関と協議・調整を進めていく
ことで実効性のある計画を⽬指す。 

• 島尻地域振興開発推進協議会専⾨委員会として、下記に⽰す連携会議の設置を南部市町村圏事務
組合へ提案 

• 平成31年度当初は現在の専⾨委員会として検討を続けつつ、調整が整いしだい下記体制へ移⾏すること
を想定 
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４－３ 連携して検討すべき南部公共交通軸と連携・検討主体 
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４－４ 段階的整備に向けた検討フロー 
検討にあたっては、地域の課題や⽬標等をきちんと踏まえ、既存路線バスの再編など短期的な対策（導⼊含む）

をはじめに、中・⻑期的な段階整備について周辺市町村、関係機関と協議・調整を進めていくことで実効性のある
計画を⽬指す。 

さらに、⻑期的な展開については地域・社会・経済情勢など取り巻く環境の変化を踏まえつつ、沿線の都市開発
を含めた公共交通指向型（都市）開発など、様々な視点から適宜判断する 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４－５ 平成 31 年度以降の検討スケジュール（イメージ） 

平成 31 年度当初は現在の島尻地域振興開発推進協議会専⾨委員会として検討を続けつつ、調整が整いしだ
い「南部地域公共交通連携会議」を中⼼とした検討体制へ移⾏する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

19年度
（H31）

20年度
（H32）

21年度
（H33）

22年度〜
（H34）

専⾨委員会の開催
（島尻地域振興開発推進協議会）

調整
反映

南部地域公共交通連携会議
（南部広域市町村圏事務組合）

各軸⽀線検討会議
（関係市町村・沖縄県）

沖縄21世紀ビジョン基本計画、県総合交通
体系基本計画、鉄軌道計画等（沖縄県、
沖縄県地域公共交通活性化協議会等）

個別の交通関連、まちづくり計画など
（関係市町村）

広域公共交通ネットワークの計画策定 必要に応じて網形成計画等へ移⾏設置調整



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 30 年度 南部地域の新たな公共交通基本計画基礎調査業務 

平成 31 年 3 ⽉  

 【受託者】 
沖縄県浦添市勢理客四丁⽬１８番１号 
⼀般社団法⼈沖縄しまたて協会 技術環境研究所
TEL：098-879-2091、FAX：098-874-5301 


